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1.研 究 目 的 ・内容

SPSSを 用 い て・ 社 会 心 理 学 実 験 お よび 調 査 の統 計 処 理 を 行 な う。

2、 研 究 方 法 ・計 算 方法

SPSSに よ り・ 因 子 分 析、 多 要 因 分 散 分 析 等 の 統 計 処 理 を 行 な うべ き処 、

社 会 学 部 に 導 入 さ れ たSPSSFoRwlNDOwsを 使 用 す る 機 会 が激 増 した 為 、

セ ン タ ー のSPSSを 使 用 す る ケ ー ス は 激 減 し た。

3.研 究成 果

① 自己 認識 に お け る 社 会 的 比 較 の 機 能 の 発 達 的 検 討

② 日常 事 態 に お ける 青 年 ・成 人 の 社 会 的 比 較 の 様 態

に 関 し て、 観 察 お よ び 調 査 デ.._..タを分 析 し、 興 味 あ る知 見 を 得 た 。

(但 し、SPSSFORWINDOWSに よ る 成 果 を含 む。)
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